


「橋と土木展」は、11月18日の土木の日にちなみ、東京都建設局が毎年11月東京に開催し
ています。今年のテーマは「橋の魅⼒を知る」です。江⼾から明治の橋を描いた浮世絵の展
示、隅田川橋梁群のライトアップ、勝鬨橋や聖橋などの橋梁模型、橋の架設技術やデザイン
の紹介など、橋の歴史・機能美と構造美・技術とデザインにまつわる展示を行います。
また、東京・横浜・大阪の橋の魅⼒を紹介する「パネル展」、東京都立大学による模型や

動画などの展示、（一社）日本橋梁建設協会によるペーパークラフトやVR体験も行います。
今年も昨年好評だった「橋カード」を、来場者の方に配布します。
過去から受け継がれ進化を続ける、素晴らしい橋と土木の世界をお楽しみください。

水辺のにぎわいを創出する隅田川橋梁群のライトアップ

隅田花吾妻賑 楊洲周延 1893年（吾妻橋）

❶ 11:00-12:00
「プラスチック（FRP）で橋をつくる」
東京都立大学大学院 中村一史准教授

❷ 13:00-14:00
「橋の形としくみ」
（一社）日本橋梁建設協会 掘井滋則さん

❸ 14:00-15:00
「浮世絵に描かれた橋」
（公財）東京都道路整備保全公社
紅林章央道路アセットマネジメント推進室⻑

建設時の清洲橋聖橋（土木と建築の融合） 建設時の築地大橋

江⼾から変わりゆく橋梁形式を辿る

隅田川を彩る橋の機能美と構造美

比類なきデザインとそれを実現する技術の融合


